勇者たちの世界--ユーラシアの英雄叙事詩から by 荻原, 眞子 & OGIHARA, Shinko
 勇者たちの世界－ユーラシアの英雄叙事詩から1
 
        
       荻原眞子(千葉大学文学部) 
 
はじめに  
アイヌの英雄叙事詩「ユカラ」では主人公が一人称で、自らの日常生活を語りはじめ、次
いで事件の発端から一連の顛末について叙すという形式が典型的である。主人公が居城を
出でてから向かう先はしばしば川下から海上であるが、その移動はあたかも空を飛ぶ如く
であることが多い。そして、その飛行には風雲が従うが、その様はあたかも嵐の前兆の如
く、一天にわかにかき曇り、暗く激しい雲行きで天空が覆われる。その暗雲は轟音をたて
て主人公の勇者に随行する憑神であるが、敵陣に近づくころには主人公の指示によってそ
の鳴りを鎮める。また、主人公は地底や海中を潜行することもある。敵陣の首領たちとの
闘いでは、死せる首領たちは音を立てて遠く東天に飛び去るが、やがて、次の場面では本
拠で再登場し、またしても主人公に敵対するのである。地上での勇者たちの闘いと並行し
て、彼らに随伴するヒロインたちは天空を場に互いに激しい闘いをくり広げる。そして、
ヒロインたちはいずれもシャマン的な能力を具え、ときには勇者たちを苦しめはするもの
の、しばしば透視力を発揮して敵の襲来を阻止したり、戦況の首尾を予見して勇者を援け、
さらにはシャマン的な方法によって瀕死の勇者を癒して、蘇生させる。 
「ユカラ」における勇者たちの活躍は主として地上（この現実の地上とは異なる次元にあ
ると思われる）と天空を舞台としている。一般に、ユーラシアの多くの民族では世界が上
界、中界、下界という三層構造をなしていることが説かれ、また、それはしばしばシャマ
ニズムと関連させられることでもある。世界の構造とシャマニズムの問題はユカラのみなら
ず、英雄叙事詩の特質を考察する上でも重要な手がかりとなる。 
本稿では「天空飛翔」を手がかりとして、シャマニズムをも念頭におきながら、ユーラ
シアの英雄叙事詩における世界観について検討してみたい。 
 
Ⅰ 考察のための前提 
 「天空飛翔」は特に、シャマンの機能、すなわち、エクスタシーとのかかわりで重要な
鍵とみなされている。シャマニズムと口承文芸（特に、英雄叙事詩）に投影されている世
界との類似や密接な関係についてＭ．エリアーデは次のように述べている。 
  『呪的飛翔』のシンボリズムと神話とは、シャーマニズムそのものの領域を越
 えてひろがり、またそれに先立つものであることがあきらかとなる。それらは普
                                                  
1 本稿は 2007 年 9 月 9日花園大学で開催されたシンポジウム「天空遊行―天への道」（篠田知
和基先生代表者 科研「世界神話のコスモロジー」）において「上界・火・下界―ユーラシアの
英雄叙事詩から」と題して発表した原稿に加筆したものである。  
 
  遍的な呪術原理に属し、多くの呪術宗教的複合の中で本質的役割を演じている。
 だが、このシンボリズムとすべての神話とは、シャーマニズムにほぼ統合されて
 しまっていると解してよい。なぜならそれらはシャーマンの超人間的状態と自
 由性、要するに容易に三つの宇宙圏を移動し、「生」から「死」、またはその逆
 を、まさに「精霊」のごとく、みずからの力をもって無制限に移行することをあ
 らわし、かつ強調したものではなかろうか。王者の「呪的飛翔」は同一の自律性 
  と同一の死の克服とを示している[エリアーデ 2004 下：298＝Eliade 1974: 481]。 
また、天地間の結びつきについて、世界樹または宇宙軸が「世界の中心」のシンボリズ
ムを含んでいることについて、次のように繰り返している。 
  この｢中心｣のシンボリズムが、一方ではシャーマンの理論と技術とに第一に重 
要な役割を演じてはいるが、それはシャーマニズムそのものよりもあきらかにずっ 
と広く分布しており、シャーマニズムに先立つものであることを観察した。この｢世 
界の中心｣のシンボリズムはまた、天と地、神々と人間との間の交通が可能であった 
だけでなく、全人類に達し得る範囲内にあった太初の時代の神話と分かちがたく結 
びついている[エリアーデ 2004 下：309= Eliade 1974: 492]。 
 
これに近似する考え方はロシアのトゥングース学者 Ｇ．Ｍ．ヴァシーレヴィッチによ
っても提示されている。彼女はエヴェンキ(トゥングース)の信仰・儀礼の資料を比較検討
し、それに「プレシャマニズム」と「シャマニズム」という二段階を想定した。そして、
エヴェンキの上・中・下の垂直な三界構造をプレシャマニズム的な世界観、それに対して
川を基準とした水平的宇宙像をシャマニズム的としている。宇宙が垂直の三界構造をなし
ているときには、何人でも自由に天界や地下界に往来することができたが、シャマニズム
の段階では天上界や地下界はシャマンだけに限定された世界となった［Василевич 1971］。
2 ヴァシーレヴィッチはシベリアにもっとも広く分布するエヴェンキについて、そのロー
カルグループを丹念に調査し、多くの民族学的な研究成果を残し、ソ連時代にトゥングー
ス民族学の基礎を築いた碩学である。3  
エリアーデおよびヴァシーレヴィッチの提示する視点は、ユーラシアの英雄叙事詩を広
く全般的に比較考察する上で、有効な示唆を与えるものと考える。 
 
Ⅱ ユーラシアの英雄叙事詩から  
 ユーラシアの英雄叙事詩もしくは神話などのテキストには、天空飛翔がさまざまな形で
                                                  
2 このことを前提にするなら、いわゆる異界訪問譚はプレシャマニズムにおいて一般的な説話タ
イプということになろうか。異界訪問のモチーフは古いだけでなく、非常に広い分布をしている
と思われる。 
3 もっとも早い時期の業績の一つ「エヴェンキのフォークロア資料集成」［G.M. Василевич 1936］
には、シベリア、極東各地のエヴェンキの口承文芸資料が集められている。しかしながら、その
なかでは英雄叙事詩について特別な注意が向けられてはいない。 
 
 語られ、想像力に富んだ豊かな精彩を放っている。勇者や敵対者たちの天空飛翔には、例
えば、鳥、矢、裁縫板などの手段によってそれが実現される場合がある。当然のことなが
ら、勇者とヒロインではその手段に違いがある。また、地下界と地上界の通路が炉火であ
り、勇者たちは直接に火中に飛び込んで両世界を往還する例があるのに対し、地上界と天
界とは天幕や住居の煙穴が通路であり、それによって天界への飛翔が語られる。3 界はまた
それぞれが多層をなしていることも一般的な特徴であるが、勇者が天界のなかの地下界で
不如意な状況におかれるという話もある。 
 
事例【天空飛翔・鳥・矢・裁縫板】 
ヘレルグンは地面を転がって、起きあがると4つの翼と4本の鉤爪と2つ頭の鷲になって、
飛び立った。4 突如として強風が起こり、大雨が降り出した。鷲は高く、高く上った。天
への出口が見えたとき、そこへ向かってやはり鳥の姿をした男が飛んでいくのが目に入っ
た。ヘレルグンはそれに追いついて、掴まえた。[エヴェンの『チブデヴェル』5＝［Цинциус 
et al. 1986] 
 
あるとき、強風が吹くと、「闘いの木」に１羽の鳥が飛んできて、こういう。 
「Kherido,6 この土地へ何しにきたのか。おまえがきた途端に、おれの妻がいなくなった。
かの女を奪うことができるのは、おまえだけだ。」その鳥は鷹で、鉄の翼で覆われ、嘴は１
アルシンもある。7 [エヴェンの『チブデヴェル』] 
 
デルゲニは大弓をとり、呪いの矢8 をとると、「あのベルテヴリチェンを追うとするか、 
Cemdan’9」といって、その矢を射ると、それに乗って飛んでいった。相手も矢に乗って飛
んでいたが、追っ手に気づくと大弓で矢を放った。それはデルゲニの傍らを通り過ぎてい
った。もう一度、矢を放ったが届かなかった。それほど、デルゲニは速かった。３度めに
後ろから矢を射たが、デルゲニは視界から消えていた。[エヴェンの『デルゲニ』＝［Цинциус 
et al. 1986］ 
 
女は裁縫板10 に跨り、少年はかの女の首に馬乗りになった。「Nivalbake11, 妾の板よ、
地面の下を飛んでいこう。この少年がどれほど忍耐強いか試そう」。板は地中に入って潜っ
                                                  
4 英雄叙事詩では勇者が鷲や鷹の姿をとることは一般的である。また、それが多頭であることも  
珍しいことではない。 
5 同名の英雄叙事詩の出典は以下、省略。 
6 リフレイン。登場人物のモノローグで繰り返される。 
7 勇者の化身した鷲が鉄の巨大な怪鳥であることは、英雄叙事詩のもっとも顕著な特徴のひと 
つである。 
8 「呪いの矢」もまたユーラシアの英雄叙事詩ではしばしば登場する。 
9 勇者デルゲニのリフレイン 
10 裁縫板はしばしば女性の呪具であり、多様な機能を発揮する。 
11 リフレイン 
 ていった。少年はつま先で地中を進んでいく板を蹴った。板が上へでると、女は「今度は
空の霧のなかへこの子を落とそう」というと、板は上空へ飛んでいく。少年は板の前半を
太刀の平らな部分で打ったので、板はどこへも行くことができず、地上を飛んでデルゲニ
の家に着いた。[エヴェンの『デルゲニ』] 
 
事例【火－地下世界・鉄・魔物】 
デルゲニはヘングクニの息子に、ヘングトゥニという名を与え、「おまえだけがわたしを
救うことができる」という。そして、具足をつけ、武具を肩にすると火のなかに飛び込ん
で消えた。地面には穴があり、デルゲニはそこから下へ暗闇のなかの道を一目散に進んだ。
そして別の大地に達すると、１軒の巨大な家があり、そこには９つの鉄の炉が燃え、そこ
で鉄を鍛えている音が雷のごとくに響いている。１つ消えている炉があり、デルゲニはそ
こに身を潜め、屋根の煙突からのぞくと、鉄の髪と鉄の爪をもった老婆12が鉄のゆりかごの
なかの赤ん坊の両足を炉の両側に鉄の鎖で縛りつけている。デルゲニは煙穴から老婆の項
を矢で射ると、その頭が落ちた。デルゲニは煙穴から家に侵入し、縛られている赤ん坊の
髪をつかんで持ちあげ、頭を斬るとそれをもって煙穴から飛び出した。屋根の上ででんぐ
り返ると鷹になり、鈎爪で頭をつかんで飛び出し、来た道をたどった。しかし、頭が重く
上に上がることができず、死を予感したデルゲニは「Chemdan’, ヘングトゥニよ、助けて
くれ」という。地の下から祖父の声が聞こえると、ヘングトゥニはユルタの床ででんぐり
返って鷹になり、外へ飛び出すと、煙穴から火のなかへ飛び込んでいった。祖父に出会う
と、祖父の髪をつかんで頭をうけとって家へ戻り、木にしっかりと固定した。[エヴェンの
『デルゲニ』] 
 
中界のフルコクチョンが花嫁を求めて遠征にでる。天上界に達し、シャマンのアヤクチ
ャンへの求婚を告げると、その父親は地下界のアヴァヒがきて娘の兄２人と闘い、２人が
敗れたあと、彼女がアヴァヒと闘っているという13。[エヴェンキの『イルキスモンジャ勇
者』＝Романова, Мыреева 1971＝荻原 2001」 
 
Once, when she(Eme’mqut’s wife=Grass-Woman) was alone  with her son Yayi‘ leget 
and her little daughter, the kettle over the fire moved. She said to her children, “It is the 
kala coming to fetch me.” Soon the naked kala emerged from the fire,:took hold of 
Grass-Woman, and went back with her into the fire.14[Jochelson 1908: 140]  
 
事例【煙穴－火－地下世界－火－煙穴－天界】 
チブデヴェルは家につき、ユルタに暮らしはじめた。ある夜、地の下から人の声が聞こ
                                                  
12 鉄の髪と爪をもつ地下界の女主は例外的ではなく、他の民族の英雄叙事詩にも登場する。 
13 英雄叙事詩では女性もまた闘う勇者である。このことはユーラシアに広く見られる。 
14 カムチャトカ半島のコリャクの口承文芸には非常に豊かな神話が叙事詩を認めることは、 
 えてきた。 
Khuliroj, チブデヴェル、khuliroj  
なんて疾くにおまえは帰ってしまったのか、khuliroj  
天の勇者たちは、わたしを追っているが、khuliroj 
わたしに遅れること 3日だ、khuliroj  
これからおまえのところへ行く、khuliroj  
3 日したら、khuliroj  
火のなかから行くぞ、khuliroj  
だが、かれらは、khuliroj  
相変わらず、わたしを追ってくるだろう、khuliroj 
殺そうとしてはならない、 khuliroj 
そばをやり過ごさせてやれ、khuliroj 
    中略 
フリヌは火のなかから現れ、煙穴から出て行った。 
3 日すると地面から声がした。 
Kikar-kikar, オッホッホッホー 
Kikar-kikar, フリヌが家にたどりついたか、 
Kikar-kikar, だが、先へいったと見える、 
Kikar-kikar, わたしは追いつくぞ、 
Kikar-kikar,15 彼を追いかけるのだ、 
火のなかから天の勇者が現れ、瞬く間に先へ行ってしまった。[エヴェンの『チブデヴェル』] 
 
【天界のなかの地下世界】 
ヘレルグンはそのカラマツの木のそばで回転して甲虫になり、樹皮のなかに潜って、逆
さになって待った。16突然、１羽のハヤブサが飛んできて隣のカラマツに止まった。その瞬
間、若い女が現れ、その鳥に向かって云った。「勇者よ、遠くからおいでだね。ユルタにお
入りよ」。 
チブデヴェルは、「男はいないらしい、入ろうか」と思い、地面に下りると人間に戻った。
女は馳走をし、泊まっていくように勧めた。いっしょに寝たところ、女は「狭いから、少
し向こうへ」という。男が反対を向いたとたん、墜落し、地面の下、穴のなかへどんどん
落ち、ついには穴の底に仰向けになった17。[エヴェンの『チブデヴェル』] 
 
Ⅲ 英雄叙事詩のなかのシャマニスティックな特徴 
                                                  
15 リフレインkhuliroj 、Kikar-kikarの挿入形式から、モノローグが謡われていることが明白であ
る。 
16 英雄叙事詩のなかで勇者たちは状況によって多様な変身をする。 
17 この穴の中にはすでに先客がおり、二人は地上からやって来た兄弟たちに救出される。 
  英雄叙事詩のなかでは登場する勇者たちはさまざまに超能力を発揮する。それは呪的な
傾向をもつ場合が多いが、そればかりでなくシャマンに特徴的な能力であることも少なく
ない。また、女シャマンが多様な機能を果たす例は顕著にみられる。 
 
事例【英雄・シャマンの特徴・呪力】  
ヘングクニが戸口を見張っていると、９日めに戸が開いて女が出てきた。ヘングクニは
飛びかかって捕まえた。女はヘングクニを引きずったまま、川のほうへ逃げ、氷に飛びの
ると川下へ逃げた。ヘングクニは女を押しとどめることができなかった。女は「Gelken’,18 
ヘングクニよ、おまえのはらわたを川の氷に振りまこう」といって、氷塊の端を走った。
ヘングクニは氷に打ちつけられて死にかかったが、手はかの女にくっついて離れない。19
そのとき、一陣の強風が吹き、木々は折れ、雪は吹き飛ばされた。その後にデルゲニが
現れ、女に追いつくと、その髪を掴み、かの女をまるで帽子のように投げ上げた。すると、
ヘングクニの手は女から離れた。［エヴェンの『デルゲニ』］ 
 
デルゲニはこういった。 
Chemdan’, シャマン女よ、 
Chemdan’, おまえの力を知りたいものだ。 
Chemdan’, 女のチムチャプを今いる姿のままでここへつれてこい。 
Chemdan’, 今すぐにかの女をここに座らせろ。 
横たわっていた女は起きあがってシャマンの占いをはじめ、「Gelken’, チムチャプ女を今
のままでここへつれて来よ」といって、「khook！」と叫んだ。最初は失敗するが、2 度目
に補助霊に命じて、「khook！」と叫ぶと、裸身の女がどこからか寝床に現れた。かの女自
身は自分が裸で、別のユルタにいることなど、ついぞ知らずにいる。デルゲニが「着物を
着せろ」と命じ、女が着物に息を吹きかけると、着物はひとりでに女の身体に着せられた。
20 ［エヴェンの『デルゲニ』］ 
 
事例【英雄・シャマンの特徴・治癒・蘇生】 
デルゲニはヘルニケンの腕を掴まえ、その片足と片腕を折って地面に投げやった。21
・・・・・・デルゲニはヘルニケンを運んできて、折れた腕と折れた脚を元どおりに手で
圧しつけて治し、傷ついた身体を手で撫でて治した。22ヘルニケンは元気になった。[エヴ
                                                  
18 レフレイン 
19 女の呪文によって勇者ヘングクニは女の手から逃れられない。 
20 シャマンは遠くにいる女を、本人が気づかないうちに場所移動させる。同じようなモチーフ
は他にも例があり、ここだけの特徴ではない。 
21 拉致されていた女性を救出して自宅へ連れかえると、その手足を折るというプロットは奇妙
であるが、それは女性を略奪者から防ぐ手段である。最後には元通りに治されてめでたしにな
る。 
22 このような治療は現実にもシャマンの医療として認められる。 
 ェンの『デルゲニ』] 
 
 ベルテヴリチェンは折れた足をくっつけ、手につばをして、足を撫でた。すると、足は
元にもどった。デルゲニはかれをユルタで休ませてから、「殺した者たちを生き返らせよ」
といって、帰す。23［エヴェンの『デルゲニ』］ 
 
クックマチャンはイルキスモンジャの骨を集め、関節をつなぎ合わせ、銅のゆりかごに入 
れて24、シャマンの詞を唱えて蘇生させる。［エヴェンキの『イルキスモンジャ勇者』］ 
 
Ⅳ 暫定的な結論 
1) エリアーデはシャマニズムに先行する神話やシンボリズムをについて、「天と地、
神々と人間との間の交通が可能であっただけでなく、全人類に達し得る範囲内にあ
った太古の時代の神話と分かちがたく結びついている」と指摘している。ユーラシ
アの英雄叙事詩に神話が継承されている場合については、この指摘は正鵠を得てい
よう。 
2) この「シャマニズムに先行するシンボリズムの世界」はヴァシーレヴィチのいう「プ
レシャマニズム」に対応すると考えてよかろう。 
3) エリアーデは「このシンボリズムとすべての神話とは、シャーマニズムにほぼ統合
されてしまっていると解してよい」としている。25 シャマンの儀礼や世界観は民
族によっても、地域的にも、また、個人的にも差異がある。この指摘は仮に認める
としても、叙事詩の世界観がそっくりシャマニズムに統合されていることを一般化
するには、検証の余地があろう。 
4) しかしながら、重要なことは、英雄叙事詩に登場する勇者たちが男女ともに怪我の
治癒、死からの再生をはかる能力を具えていることである。そのなかでは特に女性
シャマンが大きな役割をもっている26。 
5) 地下界の存在であるアヴァヒ（サハのオロンホ）、カラ（コリャクの神話）は炉火
を通じて地上世界に現れるが、それらは花嫁を求めて地上ばかりでなく天界にまで 
 飛翔闖入する。 
６） すなわち、英雄叙事詩では地下界は死者の世界、死後の世界ではない。死と蘇生 
                                                  
23 死者の蘇生もまた、シャマニズムにおけるシャマンの重要な能力としてある。 
24 英雄叙事詩では一般にゆりかごは生命の蘇生に与る特別な機能をもっている。 
25 この指摘に関していえば、ウノ・ハルヴァによって根本的な問いが発せられている。彼はサ 
ハ（ヤクート）のシャマンが天への梯子を設け、第 7もしくは第９天にまで上昇する儀式に
ついて、「病人の治療の時、シャマンがなぜ天界へまで、しかも第９天まで昇らねばならな
いのかという問が生じる」とし、推論を重ねたのちに、ヤクートのアララ・クラル（下界の
諸霊に対する儀式）の中には、「シベリアのシャマニズムの極めて古い状態が現れているこ
とは明らかである」ことから、その古い状態をアルタイ地域のシャマンの儀礼にまで辿ろう
としている［ウノ・ハルヴァ 1971:485－492］。 
26 このことについては、［荻原 2005］を参照  
    は限りなく繰り返される。英雄叙事詩では死の儀礼、葬礼を伴うような「死」は 
 語られない。 
７） ユーラシアの口承文芸なかんずく英雄叙事詩は人類の精神世界を築いてきた想
像・シンボリズム･宗教的観念を解明する上で限りなく大きな可能性を秘めている。 
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